
                

               交通違反の内容に応じてあらかじめ点数を定めておいて、運転者の過去３

年間の合計点数が一定基準に達した場合に免許の取消しや停止の処分を

行う制度です。 

この点数には「違反行為の基礎点数」と「交通事故の場合の付加点数」 

があります。 

 

《具 体 例》～交通事故を起こしたら処分はどうなるの？ 

例 １ 累積点数のない人が脇見運転が原因で追突事故を起こし、相手に治療期間１週間の軽傷を負わせ

た場合 

累積点数 安全運転義務違反 付加点数 合計 

０点 ２点 ３点 ５点 

 

例 ２ 上記例１の事故を起こした後、現場から逃げた場合 

累積点数 安全運転義務違反 付加点数 救護義務違反 合計 

０点 ２点 ３点 ３５点 ４０点 

 

例 ３ 横断歩道を歩行中の人をはねて死亡させた場合 

累積点数 安全運転義務違反 付加点数 合計 

０点 ２点 ２０点 ２２点 

 

 

 

 

 

例１の処分はここ 

 

 

 

 

 

例３の処分は 

ここ 

 

 

例２の処分はここ 

 

           ※欠格の期間とは、取消処分を受け、免許を取得することができない期間のこと。 

     前歴 

停止 

又は欠格の期間 

なし １回 ２回 ３回 4 回以上 

処分なし １～５点 １～３点 １点 

30 日 ６～8点     

60 日 ９～11点 ４～５点    

90 日 12～14 点 ６～７点 ２点   

120 日  ８～９点 ３点 ２点  

150 日   ４点 ３点 ２点 

180 日     ３点 

１年 15～24 点 10～19 点 ５～14点 ４～9点 

２年 25～34 点 20～29 点 15～24 点 10～19 点 

３年 35～39 点 30～34 点 25～29 点 20～24 点 

４年 40～44 点 35～39 点 30～34 点 25～29 点 

５年 45 点以上 40 点以上 35 点以上 30 点以上 

いいい 



 

点数制度は・・・・・ 

○違反を繰り返す人への対策に有効で、 

点数制度の内容が公表されていて自粛効果が期待でき、 

交通事故の未然防止に効果があります。 

○違反行為は定型的・画一的に評価され、処分の不均衡の回避、 

公平な処分に役立ちます。 

 

 

 

 

 

 

参考１：違反行為の基礎点数            参考２：付加点数 


